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実際の
USER画面

組織に１文書だけ作成。

名前の表示形式と
ユーザーの並び順を
全体で指定する文書。

他にも
ドミノディレクトリの指定、
顔写真の利用可/不可、

過去データの保持期間、
の設定もこの文書です。
２ページ目参照。

名前の表示形式毎に
複数作成可能。

但し、AltFullName含む
世界共通利用の

フィールド以外の使用は
Global Configurationで

一つしか作成できないの
で日本向けは実質１種

類となります。
３，４ページ目参照。

グループ毎に
複数作成可能。

利用するグループ毎に
各種設定を指定可能。
使用言語や日付様式、
また各種パラメータの

設定が可能。
一部はユーザーが
個別に変更可能。
５ページ目参照。

OnTimeクライアントに
自動的に反映されます。

Ver.3.5.0の並び順条件指定と表示形式指定は下図の
各設定文書を利用します(Name Formatsは新規です)。



表示形式を指定します。
Ver.3.1.3以前の方法で

大丈夫です。

新しく実装された並び順を指定するフィールド。

ドミノディレクトリのユーザー文書に存在するフィールドで
あれば自由にご利用頂けます。

画面ではふりがなのない人を下方に集めるため以下の
ような式を指定します。

@If(AltFullNameSort=“”;”ん”+LastName;AltFullNameSort)

Global Configuration



Ver.3.5.0で新しく出来た
Name Formatsビューです。

ビューに文書がなければ
デフォルトの3文書を
作成してくれます。

デフォルトの3文書を
編集せず新規作成する
ならこちらをクリック。

Name Format Configuration



ここで「Displayname」を指定
するとGlobalConfiguration文書で
設定した表示形式が使用されます。

自由に指定してください。
次のDefault Setting文書で

使用します。

Name Format Configuration

未使用。

「-Advanced-」を選択すると

選択肢と文字列を組み合わ
せて自由に表示形式を

作成できます。
画像では、会議室名の後に
利用人数をカッコ内表示。

Name Formatは新しく実装された設定です。
人名(Persons)、会議室(Rooms)、リソース(Resources)の
それぞれに対して更に１行目、２行目、３行目の表示を

それぞれ個別に設定できます。
複数パターンでName Format文書を作成しておけば

DefaultSetting文書でグループ分けして利用も出来ます。



Default Settings

Name Formatsで作成した
文書を選択します。

Default Settings文書はそもそもユーザーグループ毎に
使用環境をあらかじめ準備しておく為の設定です。
ユーザーがデフォルト値を変更できない項目と

変更できる項目があります。
ちなみにName Formatsは変更できません。

日本語圏向け、英語圏向けなどで使い分けて下さい。


